


授業科ロ デザイン実技Ⅳ

◆前期  □後期
工夫の概要 教材 資料等の概要

コーポレートアイデンティティ。各自企

業を選び企業研究を行い、マーク、ロゴ

タイプ、コーポレー トカラーを制作す

る。

実際日常で目にする企業ロゴタイプや

マークをリサーチすることでその違い

や効果を理解させる。

産学協同研究では実際の企業のアイ

デンティティ資料に添つて制作して

いる。

授業科ロ デザイン実技Ⅲ

◆前期  □後期
工夫の概要 教材・資料等の概要

グループヮークと個人制作による2つの

口果題にとりくむ。個人制作は絵本か雑

誌の制作。独自のスタイルのイラスト、

ストーリー、編集、構成に至まですべて

一人で制作 したオリジナル絵本を作る

課題。グループワークは中日本高速道路

との産学協同研究「高速道路休憩施設に

おける心地よく楽しめるビジュアルケ

ミュニーションメディアの提案」とし

て4グループに分かれてCS向上キャン
ペーンのワッペンとポスターの制作に

ついて提案。プレゼンを行い発表する。

中日本高速道路株式会社のコーポレー

トアイデンティティ。その他雑誌、参考

にする小説など。 雑誌編集と写真撮
影。

産学協同研究のプレゼンで採択案で

あるワッベンは 7、 8月 全 NEXCO中
日本高速道路職員がつけてサービス

にあたった。約 7000個作成。

絵本作品は、9月 東京で開催される

アートブックフェアーにエデイショ

ンを作って出品する。

授業科ロ デザイン実技 I

◆前期  □後期
工夫の概要 教材・資料等の概要

3課題。① 100枚 ドローイング。 ドロー
イングを元に②版画 ドローイングを
元にリトグラフの制作。版の数と色彩の

重なりを考え計画的な描写を学ぶ。③

アートブックの制作 テーマを決めイ
ラストや文字情報も各自でつくり手づ

くり感のあるエディションの少ない本

を制作した。

描画材料の工夫と可能性を拡げる。展覧

会の鑑賞で視野を拡げる。

東京でのアートブックフェアーに参

加することで、自分の作った作品に

対して、来場者の直接的な反応を見

る事ができた。

授業科ロ デザイン演習Ⅱ

□前期  ◆後期
工夫の概要 教材・ン貝̂料等の概要

色彩研究。色彩は画家やデザイナーの作

り出す作品のオリジナル性やメッセー

ジとして重要な要素である。作家研究と

色彩研究を合わせて行ない色彩の効果

を考察していく。

アーテイスト画集や、デザイナーの作品

集など。

カラーリサーチしたデータをDICな

どのカラー番号に置き換え、カラー

ブックとしてまとめる。
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3.学会等および社会における主な活動

授業科目 大学院 コミュニケーションデザイン&ア ート演習

◆前期  □後期

工夫の概要 教材・資料等の概要

デザイン、美術両研究科の学生対象で、

それぞれの観点からコミュニケーショ

ンについて考える。アートブックの制作

を通 じて本の持つ役割をアー トで表現

する。

参考作品としてのアートブック、自分自

身の作品など。

専門の違いで制作物にも違いが現れ

ることをそれぞれが認識することで

自分の表現に生かしていくことにな

る。

授業科目 写真演習

◆前期  □後期
工夫の概要 教材 資料等の概要

基礎的な写真技法をふまえて各自の表

現に取組む。テーマにそった写真撮影か

ら各自で決めたテーマで表現する課題

がある。撮影対象物にテーマを決めたり

カラーやモノクロ、デジタル、アナログ

などの技法やその他の技術的な表現方

法をテーマとすることもできる。

写真黎明期から現代写真まで様々な作

品資料による講義で写真表現について

考えていく。

主に一眼レフを用いて撮影し、箱に

入れる写真ポー トフォリオの形態で

まとめる。

授業科ロ デザイン実技Ⅱ

□前期  ◆後期

工夫の概要 教材・資料等の概要

2H呆題。祖父江1真客貝教授のブックデサ

イン。アプリケーションソフトはインデ

ザインを使用し一般に売られている本

を各自の発想に基づきリデザインする。

祖父江氏の大胆なアドバイスとプロの

詳細にわたる細かなチェックでブック

デサインの手法を学ぶ。2つ 目の課題は

産学協同プロジェクトのグループワー

ク。高速道路サービスエリアでの新サー

ビスの提案。グループごとにリサーチし

案を作成しブレゼンテーションする。

既に出版されている書籍を各自で選択

する。

産学協同研究での各グループの提案

はそれぞれ全 く違ったメデイアを考

えて提案した。紙情報媒体、WEBペ ー
ジ、身体性を考えたファイジカルメ

デイア、サービスエリアならではの

テーマでの情報紙。などがあった。

中日本高速道路株式会社と産学協同研

究①

<CS向上キャンペーンのワッベンとポ
スターの制作>

2012  6～ 8

2013  3

中日本高速道路との産学協同研究「高

速道路休憩施設における心地よく楽

しめるビジュアルケミュニーション

メデイアの提案」としての 1つ 日は、

くCS向上キャンペーンのワッペンとポ
スターの制作 >に ついて提案。3年生

全員が 4つのグループにわかれてアイ

デイアをプレゼンテーションする。採

択案となった「おはなくんワッペン」

は 78月 全 NEXCO中 日本高速道路職
員がつけてサービスにあたった。約

700(l個 作成。ポスターもサービスエリ

アに掲示される。
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